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新任教師の不安に応える方策
―国語科の授業開きを中心にして―
赤木　雅宣※
New Teacher Anxiety : Handbook for Language Subjects We’ve asked 
“What anxieties do you have?”
Masanobu Akagi
　Fourth grade university students, who we’ve to become first-year teachers we’ve 
asked “What anxieties do you have?” In many cases they answered “Everything” and 
“Especially I am anxious about creating daily lesson plans”. They often answered that 
they worried about teaching language classes that we’ve set everyday in a timetable. 
Therefore, it was decided to create a handbook of materials for new language teachers. 
When those teachers conducted lessons using this handbook, they expressed that 
“starting classes went fairly well” or “I could conduct lessons as desired” in many cases. 
On the other hand, some teachers voiced that “The rules of learning to support the 
lesson is not fixed, as I thought” or “I could conduct the lessons following the Handbook 
well, but I feel painful when I think I have to create my own plan”.
　It was found that the handbook is useful, but there is room for improvement. I want 
to consider in this paper how to convey ideas for building lesson plans for new teachers.
Key words : starting classes,  create a handbook,  rules of learning
1．はじめに
　2013 年度卒業生から、教員免許を取得
する学生を対象に「教職実践演習」の授業
が始まった。この授業は、現場で子どもに
指導し始める前の 4 年生での履修が義務づ
けられている。家庭訪問、学級懇談など誰
もが現場で直面することをロールプレイで
疑似体験したり、ボランティアなどの実体
験を振り返ってよりよい実践にする方策に
ついて話し合ったりする。大学の授業で仮
想空間をつくってできる限りのことを体験
させ、学校現場で即通用する力をつけさせ
ることを目的としている。学校現場で実体
験をしなくては学べないことはたくさんあ
るが、現場にはどういうことが存在し、ど
ういうことに気をつけて対応していくべき
なのかという覚悟をもたせることを狙って
いるといってもいいだろう。
　この授業の中で、卒業が近づいた 4 年生
にアンケート調査で「今、不安なこと」を
尋ねたところ、国語科の授業作りに不安を
キーワード：授業開き、ハンドブックの作成、学習のルールの定着
※　本学人間生活学部児童学科
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② 授業実践を始めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？　また、特に気
になっいる教科・領域は何ですか？　
理由も含めて書いてください。
1）授業準備 …24 名
2）授業の構想 …19 名
3）学習の進め方や規律 …14 名
4）子どもの反応 …  6 名
5）保護者の反応 …  5 名
〈特に不安な教科・領域〉
1）国語科 …35 名
2）総合的な学習 …15 名
3）体育科 …11 名
4）理科 …  8 名
5）音楽科 …  7 名
③ ①や②の不安を軽減するために、何が
分かれば助かりますか？
1）授業作りの方策が分かる資料
2）教材研究の進め方が分かる資料
3）模擬授業を見せてほしい、やりたい
4）何から手をつければよいかが分からない
5）実験や観察の準備の仕方を知りたい
5）伴奏譜などで今から練習しておきたい
2－3　回答の内容と分析
① 学校現場で勤めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？　理由も含めて
書いてください。
○ 「何もかもが不安」が 23 名（44.2％）
と飛び抜けて多いのは、実際に教壇に立
つ日が近付いてくると、何から何まで不
安なことばかりで、これといって絞りき
れないということだろう。言い換えると、
何から準備を始めたらいいのかヒントが
ほしいということとも考えられる。
もっている学生が多いことが分かった。ま
た、「どこから、どう手をつけてよいかが
分からない」という声も多かった。そこで、
国語科の授業びらきのノウハウを示した資
料（ハンドブック）を渡して、それが役立
つかどうか試してみることにした。
2．新任教師の不安の実際
2－1　アンケート調査の実施
　前述した「教職実践演習」の授業の中
で、卒業が近づいた 1 月末に履修してい
る 4 年生を対象にアンケート（記述回答）
を行った。尋ねたのは、次の三点につい
てである。
① 学校現場で勤めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？
② 授業実践を始めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？
③ ①や②の不安を軽減するためには、何
が分かれば助かりますか？
※ 「教職実践演習」（小特コース）受講者
71 名のうち 4 月から学校現場で教諭、
講師等で勤務を予定している 51 名から
回答があった。
※ 記述内容を分析・整理したものを上位 5
番目まで記載する。（2 つ以上に重複し
た回答もある。）
2－2　アンケート調査の回答
① 学校現場で勤めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？　理由も含めて
書いてください。
1）何もかもが不安 …23 名
2）毎日の授業 …18 名
3）学級経営、生徒指導 … 7 名
4）保護者対応 … 5 名
4）社会人としての言動等 … 5 名
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○ 「授業の構想」を挙げる学生が次いで多
く、19 名（36.5％）だった。教育実習の
時には、担当教員と相談して授業を構想
した。大学の授業では、グループで話し
合いながら構想を進めている。本時のめ
あてやまとめ、中心発問などを自分で全
部考えられるかという不安が大きいよう
だ。また、「数時間から十数時間にわた
る単元構想をする自信がない」という記
述もあった。
○ 「学習の進め方や規律」と応えた 14 名
（26.9％）の中には、「教育実習では、す
でに学習規律などができているところで
授業をさせてもらったので、初めからつ
くることを体験していない」「学校や学
年で合わせなくてはならないところと、
自分で考えてよいところが区別できる
か」という不安の声があった。
○ 「子どもの反応」では、「子どもから『ど
うしていいか分からない』『分かるよう
に教えてほしい』などの注文があったと
きに対応できるだろうか」「周りのクラ
スと教え方が違うなどということになら
ないか」などの不安の声があった。
○ 「保護者の反応」では、「授業のことで
クレームが来たら、どう対応していいか
分からない」「参観日に授業を見られて、
その後に懇談があるのかと思うと憂鬱に
なる」の声があった。
〈特に不安な教科・領域〉
○ 「国語科」が一番多かったのは、授業数
が他教科・領域と比べて断然多く、毎日
授業があることが影響していると思われ
る。教材研究や授業準備が追いつくのか
という心配が大きいのだろう。加えて、
ノートの記述のさせ方、話し合いのさせ
方、音読のさせ方など、他教科・領域な
どでも使う授業中の学び方の基盤になる
ことを学習内容として含んでいることか
○ 「毎日の授業」が 12 名（23％）と多いのは、
教育実習では 1 コマの授業に時間をかけ
て準備することができたが、毎日のこと
となると、どういう準備の進め方をすれ
ばいいのかが分からない。また、インター
ンシップなどでよく教室で授業を参観す
る機会はあったが、自分の力で授業を
作った経験が少ないことからだろう。
○ 「学級経営、生徒指導」と応えた 7 名
（13.4％）の中には、「子どもが自分の
言うことを聞いてくれるのかが不安（3
名）」「教育実習やインターンシップで
は、子どもと遊ぶことで関係を作って
いった。それが実際に通用するのか。そ
ういう時間をつくることができるのか（3
名）」という声があった。
○ 「保護者対応」では、「保護者からの信
頼を得られるだろうか」「どうしたら信
頼されるのかがイメージできない」、「社
会人としての言動」では、「本当に毎朝
きちんと起きて出勤できるか」「教育実
習は 4 週間だったから気合いで乗り切っ
たが、その感じでずっと続けられるのだ
ろうか」「職場の先輩や同僚たちとうま
くやっていくことができるか」などの声
があった。
② 授業実践を始めるにあたって、今、不
安なことは何ですか？　また、特に気
になっいる教科・領域は何ですか？理
由も含め書いてください。
○ 「授業準備」を挙げる学生が24名（51.9％）
と最も多かった。教材研究などをする時
間の確保ができるのかどうかが見通せな
いのが一番の要因と考えられる。「ワー
クシートなど学習材の作成、実験観察や
活動の場づくりなどの授業準備は、いつ
するのだろうか」という疑問の記述も複
数あった。
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○ 「実験準備の仕方を知りたい」「伴奏譜
などで今から練習しておきたい」などは、
②の質問の〈不安な教科・領域〉で挙がっ
てきた回答と呼応している。大学での授
業で概略はつかめたつもりになっていた
が、いざ自分が授業をするとなると、準
備の仕方や授業に向けての自分の技能が
気にかかり始めたのだろう。
2－4　アンケート調査を受けて
　アンケート調査から、学生は、4 月から
教師として子どもの前に立つことについ
て、真正面から真面目にとらえ、大きな不
安を感じながらも、できるところから前向
きに取り組んでいこうとしていることが分
かった。教材研究を中心とした各教科・領
域の授業（2 年生時）やそれを受けた指導
法の授業（3 年生時）は、目の前の教育実
習で通用することを主目的にしているた
め、その先のことを自分で学んでおき、少
しでも準備をしておきたいということもあ
るのだろう。
　国語科の授業づくりに不安を感じてい
る学生が多いこと、学習の進め方や学習規
律の作り方やが分からないと感じている
学生が多いこと、授業作りの方策や教材研
究の進め方が分かる資料があれば、それを
使って準備を始めたいという前向きな学
生が多いことなどから、国語科の授業びら
きの進め方の一例とその時に留意すべき
ことを示した資料（ハンドブック）を渡し
て、それが役立つかどうか試してもらうこ
とにした。
3　「国語科の授業開き（2 年生）」について
　学生に渡したハンドブック（2 年生版）で
ある。何から手をつけていけばいいのかに
ついての道筋と、授業開きの中で、学習のルー
ルを一つ一つ作っていく（確認していく）こ
とを中心に示したモデルプランである。
ら、国語科がうまくいかないと影響が大
きいと考えたのだろう。
○ 「総合的な学習」が予想以上に多かった
のは、この領域はスクールスタンダード
で、地域と連携したり、学校独自のカリ
キュラムを創ったりしていくというとこ
ろがイメージしにくく、不安につながっ
ているものと思われる。
○ 「体育科」が多いのは、教室以外の空間で、
子どもが開放的になりがちなのを、授業
としてコントロールできるのかという不
安が多かった。また、自分が受けてきた
体育科の授業と、大学で学んだ体育の授
業作りの違いに触れて、「本当にそんな
ふうにできるのか」「していいのか（す
べきなのか）」という不安もあった。
○ 「理科」については、実験や観察など授
業の準備を自分だけで整えることができ
るかという不安が多かった。「音楽科」
では、伴奏をはじめとする自らの技能を
心配する声と、「子どもが歌ってくれな
いなどの状況になったときにどうしよう
か」という不安の声があった。
③ ①や②の不安を軽減するために、何が
分かれば助かりますか？
○ 「授業作りの方策が分かる資料」「教材
研究の進め方が分かる資料」がほしいと
いうのは、2 月、3 月を利用して、少し
でも準備を始めておきたいということだ
ろう。教職支援センターの学生閲覧室で
教科書の指導書を見ながら準備をしてい
る姿を度々見かけることからも、学生の
熱心さが伺える。
○ 「模擬授業を見せてほしい、やりたい」
というのも、2 年生、3 年生の授業で扱
われたことを、現場で授業をする自分に
置き換えて、その先を体験したいととい
うことと考えられる。
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○ ＢＣは、読むことの中核的な目標である。
見つけるだけでなく、発表し合うところ
まで求める。おもしろさには、直観とし
てのおもしろさと、読みが深まることで
もてるおもしろさの両方があることを知
り、両方を大切にする指導を展開したい。
○ Ｄは、おもしろさを見つける（ＢＣ）中
で、その見つけ方（読み方）を自覚させ
たときにつく力である。「○○というお
もしろさを見つけることができた」と言
うことを前提にして、「どういう読み方
をしたから見つかったのだろうか」を考
えさせていくことが基本となる。
③身につけさせたい（確認したい）ルール
（学習規律や学習活動の進め方）
〈音読関係〉
ア 音読の仕方（立って読むとき、座って
読むとき、教科書の持ち方など…）
イ 黙読の仕方
ウ バラバラ音読の仕方
〈話し合い関係〉
エ 発表の仕方（挙手の仕方、返事、立つの
か座ったままか、立つとして椅子は？…）
オ ペアトークなどを取り入れるか、入れ
ないか。
カ 机・椅子はそのままか。コの字、ロの
字などへの工夫をするのか。
〈ノートに書く関係〉
キ ノートの書き方（日付、めあてとその
囲み方、何をどう書けばいいのか？…）
（板書を写すのか、写さないのか）
（話し合っているときに書いていいの
か、鉛筆を置かせるのか）
ク ワークシートの扱い方（ノートに貼っ
て提出する…）
ケ 全文提示型ワークシートへの書き方
3－1　「国語科の授業開き　―2年生第 1
教材「ふきのとう」の教材研究―」
①単元づくりのコンセプトを考える
○ 教科書的には「音読をしよう」となって
いるが、本当に音読に向いているのか。
　→ 会話文が多く、会話のやりとりでお話
が展開していることから、音読という
言語活動に向いていることは確か。
○ それでは、結果としての音読なのか、読
み取るための活動なのか。
　→ 音読には向いている教材であっても、
取って付けたような音読では、よい学
びにはならない
　※ 結果としての音読ではなく、自分の読
みをつくるため、読み取ったことを自
他に知らせるための音読を言語活動と
して組み込みたい。
○作品の特徴（おもしろさは何か）
　・ 「ふきのとう―雪―竹やぶ―はるかぜ
―お日さま」のつながりがおもしろい。
　・ 順序がはっきりしている。
　・ 登場人物の様子や気持ちをそのままス
トレートに読み取ることができる。
②目標（求める子どもの姿）を設定する
Ａ粗筋を大筋でとらえることができる。
Ｂ おもしろいところ（心に残るところ）を
見つけることができる。
Ｃ 見つけたおもしろいところを発表した
り書いたりできる。
Ｄ 順序やつながり、比べるなどの読み方
を使うことができる。
○ Ａは、一次 1 時の中でクリアーしておき
たいことである。粗筋を読む時の基本的
な方策は、挿絵を利用して、「誰が出て
くるか」「そのことは何をしているか」
を語らせることである。Ａは、できれば
全員に確実に到達させたい内容である。
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＊一次 1時のポイント
〈「黙読の仕方」「音読の仕方」について〉
　「黙読の仕方」「音読の仕方」は、1 年生
の時に学んでいる。1 年生の時の担任に尋
ねることができていれば混乱しないが、無
理に 1 年生の時のやり方を踏襲する必要
はない。
　黙読は、席に座ったまま教科書を両手
で持って目で読むのが一般的である。そ
の時、教科書の背の一番下のところだけ
が机の上の面に付くようにし、目と文字
などが記載されている紙面が垂直になる
ようにする。基本姿勢の指導（確認）だ
と思えばいい。
　音読には、起立して読む時と座って読む
時が想定されるので、その時の姿勢を確か
めておく。座って読む時の姿勢は、黙読
の時と同じである。起立して読む時には、
両手で持つ教科書の位置が一番の問題で
ある。上げすぎると、顔を隠してしまうし、
手がだるくなって長く同じ姿勢を続けに
くい。下げすぎると、顔が下を向いてし
まい、声が前に届かない。肘を自然に脇
につけて、顔があまり下を向かない自然
な姿勢を見つけさせるとよい。
《一次 2時》
① バラバラ音読の練習　（ルール・ウ）自
分のいいと思う速さ、大きさ、間の取り
方で読む。
②粗筋を確かめる。
　前時の学習を振り返って、発表させる。
③感想を書く
　 （ルール・キ）初発の感想は、一文で短
く書けばいい。〈直観の記し方〉
　・ 短い感想をたくさんもてたら、もっと
いい。
　・ 「○○は、（□□して）△△だな」の型
を使ってもいい。
　これで全てなわけではないが、最低限ど
うするかを考えておく必要がある学習の
ルールである。学校、学年によっては、既
に決まっている場合もあるので、授業開き
までに確かめておくといい。ここに挙げた
ようなルールについては、子どもと一緒に
話し合って決めるような類いのものではな
い。授業者が、「（こういう意図で、）この
クラスではこうする」と決めればそれでい
い。1 年間同じルールで過ごす必要はなく、
よりよいルールが見つかったら、発展的に
変更していけばいい。
　ルールを指導していくうえでの基本は、
授業の中で、1 つずつ確実にルールを紹介
して、実際に体験させて、確認していくこ
とである。慌てないで 1 つずつ丁寧に指導
していく粘り強さが必要である。
　・一度で定着するはずがない。
　・できる子もいるが、できない子もいる。
　・ できない子を責めるのでなく、できる
子どもを少しずつ増やしていく。
　・ この時間に学んだこと（できるように
なったこと）を確かめる。
　・ ルールの内容ができたのは素晴らしい
こと。できて当たり前の姿勢（目線）
にならないこと。
3－2　授業開きの実際の例（授業づくり
ハンドブック）
【一次の展開例・全 3時間】
《一次 1時》
①範読を聞く。（子どもは黙読）
（ルール・イ）黙読の仕方
②音読をする。
（ルール・ア）音読の仕方
③粗筋を確かめる。
　（ 挿絵を利用…板書に掲示して並べ替え 
→ 1 枚 1 枚について語らせる）
　「 この場面（絵）には、○○が出てきます。
○○は、△△をしました。」
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△△だな」の型を一例として示すことも
有効である。
〈ワークシートの提出について〉
　ワークシートは、子どもが自分の考え
を記しやすくするために工夫したノート
だと考えればよい。だから、ノートに貼っ
て提出することを原則にすればよい。そ
の時、ワークシートがノートのサイズよ
りも少し小さくなるように端を切り落と
しておくと、子どもがノートに貼りやす
くなる。きちんと開いて、後で振り返り
やすいように貼らせたい。ノートの 2 ペー
ジ（開いた状態）に渡ってワークシートを
貼らせるときには、真ん中の折り目をノー
トの中央に合わせて半面ずつ貼る方法を
伝えておくといい。
《一次 3時》
① バラバラ音読をする。（ルール・ウ）自
分のいいと思う速さ、大きさ、間の取り
方で読む。
② 前時に書いた感想（ワークシート）を振
り返り、1 つ選んで、短冊に書く。（名
前ペン or 6Ｂ鉛筆があれば便利）
③書いた感想を発表する。
　　（ルール・エオ）発表の仕方
④発表した感想を板書に貼る。
　 （板書には挿絵を掲示しておき、子ども
がその下へ自分で貼っていく）
⑤［話し合い］
● 「何を読み取る（見つける）ことができ
そうかな？」
　（ 黒板に貼った感想の短冊をゆっくり見
させて、多いもの、つながりがあるも
のなどで整理をしていく）
●「たくさんの人が書いた感想は何かな？」
　→春風さんが寝坊をしていておもしろい。
　→ふきのとうさんは、出られてよかった。
・ ノートに書かせてもいいが、1 時間の中
でたくさんのルールと出会うと苦しい子
もいるので、ワークシートを活用するの
もよいのではないか。その時、日付、め
あて「かんそうを書こう」は既に印刷し
ておくとよい。
　（ 太めの縦罫のシート。1 つの罫に 1 つ
ずつに感想を書かせる。）
　（ 後でノートに貼って提出－周りを少し
カットしておくと貼りやすい）
　（ ルール・ク）ワークシートは、原則と
してノートに貼って提出。
　※ 「ワークシートに書くこと＝ノートに
書くこと」ととらえればいい。
＊一次 2時のポイント
〈「バラバラ音読」について〉
　これができるようになると、音読とい
う基本的な言語活動に大きな幅ができる。
是非、早い段階で、「自分が思うように音
読で表現する」ということのおもしろさ
を体感させたい。具体的には、「①速さ、
②大きさ、②間の空け方を工夫すればい
いこと」「周りに合わせようとせずに、自
分の読み方をすればいいこと」「当然のこ
ととして、周りより早く読み終えたり遅
くまで残ることがあるが、気にしなくて
いいこと」などを伝え、数回練習すれば、
ある程度はできるようになる。
〈初発感想（直観）の記し方〉
　初発感想は、長く書かさないのが大原
則である。長くダラダラと書かせると、
書き切った気分にさせてしまい、二次か
らの学習につながらないからである。ま
た、一文レベルの短い感想ならば、全員
が書きやすく、また、お互いの目の付け
どころを比較しやすい。可能な子どもは、
一文レベルの感想をたくさんもてばいい。
もちにくい子どものためには、「〇〇は、
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　「この場面では、何がみつかりそうですか？」
　→頑張っている、残念だ
めあて「がんばっている」「ざんねんだ」
などを見つけよう。
③ 全文提示型のワークシートに自分の考え
を書く。
　 （ルール ･ ケ）書き込み型での自分の考
えの書き方
　（ 板書に同様の全文を掲示して、書き方
を示してやるとよい。）
④書いた考え（書き込み）を発表する。
　 （ルール・エ）書いたことを読む時の発
表の仕方
⑤ 「よいしょ、よいしょ。…」の言い方を話
題にして、音読練習して、その後話し合う。
［話し合い］
● 「 どうして、そんなに小さい声にするの
か？」「頑張っているのに、小さい声
でいいのか？」
　→ 雪が出にくくしているから、仕方がな
いんだ。
⑥まとめを書く。
　 ［「頑張っている」が一番よく見つかった
ところを部分視写する］
　 （ルール・キ）視写の仕方（先生と同じ
早さで書く。文節ごとに覚えて書く。）
（例）ま「 よいしょ、よいしょ。そと
がみたいな。」
＊二次1時のポイント
〈ノートへの記述Ⅱ・書き込み型ワークシー
トへの記述〉
　自分の考えをノートに記す際の第一歩と
なる基本的な記述である。「○○」（ここ
では、「がんばっている」「ざんねんだ」な
どの直観）を本文中の言葉から探してい
く。見つかった言葉にサイドラインを引き、
その横に「その言葉から○○が見つかっ
　→みんながよくなったから、よかった。
　→雪も竹やぶも困っていた。…
⑥見つけたおもしろいところをノ トーに書く。
　 （ルール・ク）日付、めあて、それの囲み方
　書く内容→本時は、黒板を視写すればいい。
※ おもしろ見つけのメニュー表ができたこ
4/ □ めおもしろいところを見つけよう
　よかった　たいへんだ　がんばっている
　こまった　ごめんなさい　ざんねんだ
　きもちいい　さわやか　など
〈ノート例〉
とになる。
＊一次 3 時のポイント
〈発表の仕方Ⅰ〉
　ここでは、一般的な発表の仕方ではなく、
自分で書いた短冊カ ドーを持って前へ行き、
みんなに向かって発表する。「みんなの方を
見る」「短冊に書いたことを見せる」「大きな
声で」などが確認事項になる。発表後は、
自分で短冊を板書に掲示して（セロテープ等
で張り付けて）席に戻る。
〈ノー トへの記述Ⅰ〉
　日付を書き、「めあて」を意味する「め」
のマークに続いて、めあてを視写させる。こ
こで、視写の仕方を確かめておくといい。「一
文字ずつ書き写すのでなく、言葉のかたまり
まで覚えて、かたまりごとに書く」「先生と同
じスピ ドーで書く」などである。その後、め
あてを赤ペン（赤鉛筆）で囲ませる。その時、
定規を使わせるのが一般的である。
【二次の展開例・全 4時間】
《二次 1時》
① 一場面をバラバラ音読する。（または、
指名音読する。）（ルール・アまたは、ウ）
②めあてをもつ。
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きるようになる。ただし、初めから、机の
向きの移動を取り入れると大変なことに
なることも心配される。2 年生後半への課
題として、頭の隅に残しておく程度でい
いかもしれない。
《二次 2時》
① 二場面をバラバラ音読する。（または、
指名音読する。）（ルール・アまたは、ウ）
②めあてをもつ。
　「 この場面では、何がみつかりそうですか？」
　→ごめんなさい、残念だ
めあて 「こめんなさい」「ざんねんだ」な
どを見つけよう。
③ 全文提示型のワークシートに自分の考え
を書く。
　 （ルール ･ ケ）書き込み型での自分の考
えの書き方 （2 回目）
　 （板書に同様の全文を掲示する。前時に続
いて二度目なので、少し任せて活動させて
みる。書きにくい子どもには、個別の支援。）
④書いた考え（書き込み）を発表する。
　 （ルール・エ）書いたことを読む時の発
表の仕方（2 回目）
⑤発表をもとにして話し合う。
　［話し合う］
●雪と竹やぶの似ているところを探そう。
　→「どちらも〜」
● 「ごめんね」「すまない」と最後の 2 行
の「　」は誰に言っているのか？
⑥まとめを書く。
　 ［「残念」が一番よく見つかったところを
部分視写する］
（例）ま「 はるかぜがこないと、おどれない。」
　 （ルール・キ）視写の仕方（先生と同じ
早さで書く。文節ごとに覚えて書く。） 
2 回目
た理由」を記述させる。理由の上に「♡・ハー
トマーク」「り理由マーク」などのマークをつ
けさせることもある。いわゆる行間への書き
込み法による記述である。行間が狭くて書き
にくければ、上下左右の余白を活用してよい
ことを知らせておく。
〈ノー トへの記述Ⅲ・本時のまとめの記述〉
　2 年生第一教材、授業開きということから、
ここでのまとめは、一番丁寧に読んだ言葉を
含む一文を部分視写させるということで十分
ではないだろうか。「ま」のまとめマークに続
いて、教師が板書に記すのと同じように視写
させる。〈ノ トーとへの記述Ⅰ〉でめあてを書
かせるときと同じ要領である。
〈発表の仕方Ⅱ〉
　ここでの発表が、席に座っている状態で
の一般的な発表の仕方になる。
○ 挙手については、「はい！」を言わせない
のがよいのではないだろうか。「はい」の
声は、勢いづけにはなるが、じっくり考え
たい子どもへの邪魔になる。無言で黙っ
て挙手することを原則にすればいい。
○ 指名後の「はい」は、大きな声で、はっき
りと言うように指導したい。
○ その後、起立させるか、座ったまま発表さ
せるかは、それぞれのメリット、デメリット
を考慮して決めてほしい。2 年生というこ
とからすると、起立させ、椅子は中にしま
わないで、発表させるのが一般的かもしれ
ない。しかし、多くの子どもにテンポよく
発表させたいとなると、必ずしも起立させ
なくてもよいと思われる。
○ 話し合いを大切に指導していくならば、話
し合う際の机の向き（配置）は考えていき
たい。全員が前を向いているよりも、コの
字、ロの字などの向きにするとお互いに話
す人の顔を見ながら、話し合いに参加で 
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大きさ、間を中心に
⑥まとめを書く。
　 ［「よかった」が一番よく見つかったとこ
ろを部分視写する］
（例）ま「 はるかぜは、むねいっばい
にいきをすい、ふうっとい
きをはきました。」
　 （ルール・キ）視写の仕方（先生と同じ
早さで書く。文節ごとに覚えて書く。） 3
回目
＊二次 3 時のポイント
〈本当の「一人学び」に近付ける〉
　同様の授業の進め方が 3 回目になるので、
一人学びで書き込みをする際に、自分だけで
考えて書くように促してみる。一人だけで考
えるのが難しそうな子どもには、一人学びの
中で「『よかった』と感じた人はいないか」「あ
やまらないといけないのは誰かな」などの具
体的な声掛けをすることで、子どもが考えを
もつきっかけを作るようにする。
〈「ペアトーク」を取り入れる〉
　書き込んだことを発表し合う前に、ペアトー
クを入れてみてはどうだろうか。みんなに向
かって発表する前に、まず、隣の友達に聞い
てもらうのである。一人が話しているときには、
相手の子どもが聞く。次に、聞いていた子ど
もが話す。また、初めの子どもが話す…のよ
うに繰り返していく。書き込んだワークシ トー
を見せながら話すことができれば、更にいい。
今後の課題として、ワークシ トーを見せながら
ベ アートークがうまくでき始めたら、聞いてい
る子どもが「それいいね」「よく分かったよ」
と相手のワークシ トーの書き込みに印を付け
合うようにしていく方法もある。
《二次 4時》
① 四場面をバラバラ音読する。（または、
＊二次 2時のポイント
〈「できた」「できた」を繰り返す〉
　新しいことが出てこないので、この時間
は、ここまでにやってきたことをきちん
と確かめて、復習する時間にすればいい。
　その時、「出来て当たり前」でなく、「も
うできるようになったのか」と、驚きを
もって受け止めるようにしたい。
《二次 3時》
① 三場面をバラバラ音読する。（または、
指名音読する。）（ルール・アまたは、ウ）
②めあてをもつ。
　「 この場面では、何がみつかりそうですか？」
　→よかった、ごめんなさい、へんだ
めあて「よかった」「ごめんなさい」など
を見つけよう。
③ 全文提示型のワークシートに自分の考え
を書く。
　 （ルール ･ ケ）書き込み型での自分の考
えの書き方（3 回目）
　 （板書に同様の全文を掲示して、書き方
を示してやるとよい。）
④書いた考え（書き込み）を発表する。
 　 （ルール・オ）ペアトークを取り入れ、
隣の友達に書き込んだことを紹介して
から、全体の話し合いに入る。
　 （ルール・エ）書いたことを読む時の発
表の仕方（3 回目）
⑤ お日さまやはるかぜの「　」を音読につ
いて練習を重ねたのち、話し合う。
［話し合う］
●「今までの場面とのちがうところはどこか？」
　→ 「お日さまは笑っている」「はるかぜは、
あくびをしておまちどおと言った」
● 「1 場面や 2 場面の「　」の音読と比べ
ると分かってくるね。」
　 （ルール・ア）音読の工夫の仕方→速さ、
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（例）ま「 ふかれて、ゆれて、とけて、
ふんばって、―もっこり。」
　 （ルール・キ）視写の仕方（先生と同じ
早さで書く。文節ごとに覚えて書く。）
 　4 回目
＊二次4 時のポイント
〈一人学びでのノー トへの記述を充実させる〉
 　4 回目になるので、自分で見つけてみるこ
とを更に大切にする。自分で見つけたことを
評価し、できたことを自覚させたい。見つけ
にくい子どもには、机間指導の中で個別に
支援する。その時、「『ふかれて』『ゆれて』『と
けて』『ふんばって』『もっこり』は、それぞ
れだれのことか」を尋ね、登場人物の整理
とつながりへの気付きを促したい。
〈できるようになったことを振り返る〉
  二次 4 時間同じような学習形態を繰り返し
ているので、できるようになったことがはっき
りしてきているはずである。「このことができ
るようになった」「これもでき始めた」と認め
ることで、一つ一つのやり方はよりよく定着
するし、学習意欲は高まる。うまく振り返り
たい。
【三次の展開例・全 1時間】
《三次 1時》
①全文を読む。（リレー音読、バラバラ読み）
　（ルール・アとイを確認できる）
②読み終わっての感想を書く。
めあて　終わりのかんそうを書こう。
　◎書き方（型）を示す。
　　 「一ばんすきだなあとおもう（心にの
こっている）ところは―
　　そうおもうわけは、　〜　」
　 （ルール・キまたはク）感想は、心に残っ
たところとその理由で表現すればいい。
指名音読する。）（ルール・アまたは、ウ）
②めあてをもつ。
「この場面では、何がみつかりそうですか？」
 →よかった、気持ちがいい
めあて 「よかった」「いい気もち」などを
見つけよう。
③ 全文提示型のワークシートに自分の考え
を書く。
　 （ルール ･ ケ）書き込み型での自分の考
えの書き方（4 回目）
　 （板書に同様の全文を掲示して、書き方
を示してやるとよい。）
④書いた考え（書き込み）を発表する。
　 （ルール・オ）ペアトークを取り入れ、
隣の友達に書き込んだことを紹介してか
ら、全体の話し合いに入る。（2 回目）
　 （ルール・エ）書いたことを読む時の発
表の仕方（4 回目）
　 （可能であれば、発表をさせているのが、
次の話し合いにつながっていくとよい。
指名順を工夫する。）
⑤発表をもとにして話し合う。
［話し合う］
　●「誰が気持ちいいのですか？」
　●「 春風がふくと（竹やぶがうれしいの
は分かるけれど）、ふきのとうもう
れしいのかな？」
　※ 「はるかぜ－竹やぶ－雪－ふきのとう」
の関係を子どもが自分の言葉で説明す
るように仕向ける。
　● 「みんな気持ちいい中で、『ふきのと
う』が題名になっているのはどうして
だろうか？」
　→ ふきのとうは、出てこようと一番がん
ばっていたから。
　→一番下にいて、一番大変だったから。
⑥まとめを書く。
　 ［「気持ちいい」が一番よく見つかったと
ころを部分視写する］
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なる。また、「初めこうだったのが、最後に
はこうなった」のように、話の展開に着目し
た感想も出てくるだろう。
　子どもの読み、読み方の伸びを丁寧に受
け止め、称揚していくのは、教師の大切な役
割である。教師が子どもの感想をきちんと聞
き取り、「どこがどう素晴らしいのか」を丁寧
に位置づけていく必要がある。
　また、一人一人の子どもに自分自身の初発
の感想と最後の感想を比べさせることにも意
味がある。「こんなことに気付いた」「こんな
ことが読み取れた」と、自分自身の伸びを
自覚させたいものである。
〈自分なりに工夫した音読へ〉
　この単元の授業の中では、何度も音読を
させてきている。家庭学習でも、音読の宿
題を出したことだろう。自分の一番好きなと
ころを見つけ出し、そこを自分なりに工夫し
て音読し、それを友達に聞いてもらうことで、
本単元のまとめにする。子どもが自覚できる
工夫は、「①速さ　②大きさ　③間の空け方」
なので、それらを駆使して音読させたい。
3 － 3　授業実施前の確認事項
　「ハンドブック」の最後に、下記のこと
を示して、授業準備を始める前に確認して
もらうことにした。
※ 仮に、こうした授業づくり（8 時間）を
すると、国語科「読むこと」の授業展開
の中で必要な主なルール、やり方は一通
り提示したことになる。
※ その中で、発表の仕方や話し合いのルー
ルや書く活動の時のルールは、教科を超
えた様々な授業に活用できる基盤として
のルールになるはずである。
※ 「めあてがあって、めあてについての考
えを表現する活動がある」問題解決型の
授業展開を当たり前にすることができる。
③初めの感想と比べさせてみる。
　※ 単発の言動に反応していたのが、つな
がりや比べることに反応していたら、
読み方として大変な伸びである。しっ
かり称揚したい。
　○ 感想をワークシートに書かせたなら
ば、それを短い間掲示して見合えるよ
うにするのもいい。その後は、ノート
に貼らせる。
④気に入ったところについて、音読練習する。
　 （ルール・ア）音読の工夫の仕方→速さ、 
大きさ、間を中心に
⑤書いた感想を隣の友達に読んで知らせる。
　・ペアを変えて、読み合う。
　 （ルール・オ）ペアで音読とそこを選ん
だ理由を発表し合う
＊三次 1時のポイント
〈（終わりの）感想の記し方〉
　初発の感想が、一文レベルの単発の感想
だったのに対し、最後の感想は、自由度を
上げて感じたことを書くようにさせればいい。
具体的には、「心に残ったところとその理由
で書く」ように伝える。
　ただし、自由度が高いと「分からない」「書
けない」という子どもが出てきやすい。その
時には、個別の支援で対応する。挿絵に振
り返らせ「どの場面がおもしろかったか」「誰
がおもしろかったか」「こういう終わり方をど
う思うか」など、感想をもつきっかけになる
ことを具体的に投げかけて、少しでも語らせ
ることができれば、感想をもつことにつなげ
ていくことができる。
〈初発の感想と比較させ、伸びを自覚させる〉
　初発の感想は、当然のことながら、登場
人物の単発の言動に着目している子どもがほ
とんどである。それが、登場人物のつながり
に気付いたり、言動を比べたりする感想が出
てきていたら、読みが大きく深まったことに
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　アンケートの対象は、1 で示した「今もっ
ている不安」に関するアンケートに応え、
2 で示した「授業づくりハンドブック」を
受け取った 51 名である。4 月 26 日実施の
卒業生支援の会に参加した人にはその場で
応えてもらい、それ以外の人には、赴任先
の学校に郵送し、回答を送り返してもらっ
た。回答してもらったのは 32 名だった。
そのうち、2 年生を担任している人が 23
名（71.8％）と最も多く、3 年生担任 6 名
（18.8％）、4 年生担任 3 名（9.4％）だった。
1 年生、5 年生、6 年生を担任している人
はいなかった。
4 － 1　アンケートの内容
　アンケートで尋ねたのは、次の 4 つのこ
とである。
①授業開きは想定通りにいきましたか？
② 授業を支える学習のルールは定着して
いますか？（定着しつつありますか？）
③ 国語科の「授業開きハンドブック」は
活用できましたか？
④ 大学時代にもっと学んでおけばよかっ
たと思うことは何ですか？
①②③の問いは、4 段階の選択〈全くでき
ていない・あまりできていない・どちらか
といえばできている・よくできている〉と
記述で回答を求めた。④の問いについては、
記述での回答を求めた。
4－2　アンケートの結果
①授業開きは想定通りにいきましたか？
1）全くできていない …　9 名（28.1％）
2）あまりできていない …　18 名（56.3％）
3）どちらかといえばできている …5 名（15.6％）
4）よくできている …　0 名（0％）
〈平均ポイント〉　　1.88 ／ 4
〈記述から〉
※ 但し、ここに示したハンドブックは、授業
作りの際に考えるべきポイントを整理し
て示したものであって、ハンドブックの通
りに授業を進めることが大切なのではな
い。柔軟さをもって読み、自分なりのこだ
わりのある授業づくりをしてほしい。
　尚、ここでは、1）2 年生第 1 教材「ふき
のとう」を活用した授業開きについて記し
たが、2）3 年生第 1 教材「きつつきの商売」、3）
4 年生第 1 教材「白いぼうし」について
も、同様のハンドブックを用意して渡して
いる。（1 年生、5 年生、6 年生については、
新卒の初任者が担当する可能性が低いこと
から、用意しなかった。）また、光村図書
版の教科書でなく、学校図書版の教科書を
使用している地域に赴任した新任者（2 年
生担当）が 1 名あったので、教科書に合わ
せて4）第 1 教材「黄色いバケツ」を活用し
たハンドブックを渡している。
4　「授業づくりハンドブック」を使った
新任教師の反応
　授業開きを終えたと思われる 4 月下旬
に、「授業作りハンドブック」を渡した新
任教師に授業開きの様子とハンドブックの
有効性を尋ねるアンケートを実施した。
・対象… 2014 年 3 月本学児童学科卒業生のうち、
小学校へ初任者として赴任した人（51 名）
・アンケ トー実施日… 2014/4/26 を中心に 4 月下旬
から 5月上旬
・回答者　（32 名）　　（回収率 61.5％）
・回収方法
　　卒業生支援の会参加者・その場で（13 名）
　　回答を郵送してくれた人（19 名）
・担当している学年　2 年生（23 名）
　　　　　　　　　 3 年生（6 名）
　　　　　　　　　 4 年生（3 名）
※ 専科、少人数指導担当として勤務していて、担任
をしていない 3 名については、ハンドブックを利用
していないことから、ここではカウントしていない。
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・ 「こうすればいい」という型があると、
短時間で教材研究ができた。（4 と回答）
・ ハンドブックの通りをしたわけではないが、
やっていることの方向は間違っていない
と自信をもって取り組めた。（4 と回答）
・ 学習規律や活動の進め方のことを指導しな
いといけないと思って授業に臨んだので、
心づもりがあって落ち着けた。（4 と回答）
・ 初任者研修担当の先生が思われていたやり
方と違うようで、よく言われなかったので、
迷いながら小出しにした。思い切って使
えばよかったと後悔している。（2 と回答）
・ 学校で学年ごとに学習規律や活動の進め
方が細かく決まっていたので、授業の進
め方の参考にはしたが、学習規律や学習
活動の進め方は使えなかった。（1と回答）
④ 大学時代にもっと学んでおけばよかっ
たと思うことは何ですか？
〈 項目別に整理し、5 名以上が記述してい
たものを記す。その理由として挙ってい
たものの中から、主なものを書き上げる。〉
1）教材研究の仕方 …24 名
・ 日々がこんなに忙しくて、落ち着いて教
材研究できないとは思っていなかった。
・短い時間で効果的に教材研究がしたい。
・ 教材研究の仕方が分かっていると思って
いたが、実は分かっていないことに気付
いた。
2） 指導の技術（話の聞かせ方、ル ルーの作り
方や伝え方、誉め方・叱り方ほか）…16 名
・ 「こうしましょう」と伝えても、「何でそ
うしないといけないのか」と疑問を投げ
かけたり、「1 年生の時とやり方が違う」
と迷っている子どもがいた。そのやり方
がなぜいいのかをきちんと説明できなく
て困ってしまった。
・ 説明が少し長くなると、話を聞きにくく
なる。コンパクトに分かりやすく説明す
・ 「こうしよう」と決めていたところは何
とかなったが、それ以外の細々したこと
が大雑把になってしまった。（3 と回答）
・ 思っていた以上に忙しくて、予定していた
ことをしていく余裕がなかった。（2と回答）
・ 子どもに「去年と進め方が違う」と言わ
れて迷っているうちに何となく終わって
しまった。（1 と回答）
② 授業を支える学習のルールは定着して
いますか？（定着しつつありますか？）
1）全くできていない …2 名（6.3％）
2）あまりできていない …22 名（68.7％）
3）どちらかといえばできている…8 名（25.0％）
4）よくできている …0 名（0％）
〈平均ポイント〉　2.19 ／ 4
〈記述から〉
・ 国語科の授業の時にはその気で指導した
ので定着したところもあるが、それ以外
の授業ではあまり考えていなかったので、
曖昧なところが残っている。（3 と回答）
・ 子どもが去年のルールでしてくるので、
なかなか徹底しない。（2 と回答）
・ 学習ルールのことを気にしていると授業
の内容が進まないので、定着しないまま
に進めてしまった。（2 と回答）
・ 学習ルールのことを話題にすると、子ど
もたちが面倒くさそうな表情になるの
で、徹底し切れていない。（1 と回答）
③ 国語科の「授業開きハンドブック」は
活用できましたか？
1）全くできていない …1 名（3.1％）
2）あまりできていない …4 名（12.5％）
3）どちらかといえばできている …5 名（15.6％）
4）よくできている …22 名（68.8％）
〈平均ポイント〉　 3.5 ／ 4
〈記述から〉
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ないだろうか。初めての体験だったので、
これまでの様子と比べることができず、
「これでいい」という実感をもつに至ら
なかった人が 85％を超えている。
○ 授業を支える学習のルールの定着につい
て尋ねると、授業開きの成功観よりもや
や上の数値であった。（4点中2.19 点）「定
着してきている」といことをどうとらえ
るかで、変わってくるのかもしれない。
「できる子どもが増えてきている」とと
らえると「3」になり、「できない子ども
がまだいる」ことが強く気になると「2」
になっているようだ。「繰り返しの指導
の大切さ」は十分に分かっているが、「そ
のことばかりを気にしていられない」
　 「あまり繰り返していると、逆効果では
ないかと感じ始めた」などの声もあった。
○ 国語科の授業開きハンドブックについて
は、「活用できた」「どちらかといえば活
用できた」と応えた人が、80％を超えて
いる。学年初めの多忙な時期に、1 つの
型を示してもらうと、教材研究をする時
間が短縮でき、ある程度自信をもって取
り組めたようだ。
○ 問 3 で「授業開きハンドブックは、活用
できた」と応えた人が多いのに、問 1 で
は「授業開きがうまくいった」と感じて
いる人は少ない。どういうことだろうか。
与えられたものを使ったので、自分でや
り遂げた感じがしていないのだろうか。
○ 問 4 の回答のうち、「教材研究の仕方」「授
業の構想の仕方」については、「教科（教
材研究）」の授業の中で、多様な授業構
想に取り組んでいくことで、解決に近づ
くことができるかもしれない。例えば、
短時間で教材研究をして授業を構想す
る。その数をこなしていく体験を組み込
む。また、単元最初の一次 1 時から、単
元最終まで単元全体を構想する機会を作
ることも有意義だろう。（指導法の授　
る技術が必要だと感じている。
・ 一度できても、次の機会にはできない子
どももかなりの数いる。繰り返しの指導
が大切なのは分かるが、ワンパターンだ
と飽きられてしまいそうだ。
3）授業構想の仕方 …11 名
・ 教育実習の時には、1 コマの授業を時間
をかけて構想していたが、現場では、日々
何時間もの授業を構想しなければなら
ず、力の入れ方が分からない。
・ 数時間のかたまりを単元として構想して
いく体験がないので、どうしていいか分
かっていない。
4） 個別の指導 ･ 支援（ルールを守れない
子ども、学習に取り組めない子どもな
どへの個別の指導・支援） … 8 名
・ ルールを守れない子どもを注意していた
ら、授業の雰囲気が悪くなる。放ってお
くと、ルールを守らない子どもが増えた
り、勢い付いたりする。
・ 「分からない」「できない」とつぶやかれた
時に、やり方をゆっくり丁寧に説明し直す
以外に具体的な手立てを考えられない。
5） 学級担任の基本的な業務（保護者への対
応の仕方、不測のことが起こったときの対
応の仕方、学級通信の書き方ほか） …6 名
・ 「教職実践演習」の授業で、保護者に電
話をかける時のことをロールプレイで練
習したが、もっと切迫した状況が本当に
起こっている。
・ 学級通信を出すことになったが、何を記
事にしていいかが分からない。一般的な
ことを淡々と書いて知らせているので、
メッセージ性のないつまらない通信に
なっているのではないかと不安だ。
4－3　結果からの考察
○ 「授業開きは大切なことだ」という意識
をもっているからこそ、4 点中 1.88 点と
いう厳しい自己採点になっているのでは
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習活動の進め方を明らかにしていくハンド
ブックの有効性は、確かめられたのではな
いだろうか。
　一方で、問題点も見つかった。もともと
ハンドブックを作成したのは、授業開き（第
1 教材）のこのタイミングで、こういう学習
規律や学習活動の進め方を明らかにしてお
くべきということを指導者に留意してほし
いという思いからだ。「授業の進め方と学習
ルールの確かめ方には、こんな方策もあり
ます」と提案したつもりが、「こうすべき」
と受け止められ、「とにかくハンドブックに
あるように進めていこう」となっている人も
多かったようだ。このことは反省点であり、
修正していかなくてはならないところだ。
　まず、手渡す前にハンドブックの意図や
活用の仕方について丁寧に説明する時間を
とることが必要だ。その中で、教材研究や
授業構想の指針にしてもらえばいいが、そ
のままをなぞるガイドブックではないこと
を丁寧に伝えておきたい。ハンドブックの
最後に、その旨を示したつもりだが、それ
だけでは不十分であった。
　次に、ハンドブックへの記載内容の修正
が必要である。記載内容の中に、「こうす
ればいい」と授業の展開や学習規律、学習
活動の進め方を絞り込んで紹介していると
ころがある。複数の方策を示して、授業者
が自分で判断して選択していくように幅を
もたせることで、ハンドブックの通りに進
めなくてはならないという窮屈さを払拭し
ていきたい。
　有効性は確かめられたので、内容を修正
し、活用の仕方についての説明を丁寧にす
ることで、今後も継続していきたいと考え
ている。
6　謝　　辞
　ハンドブックを利用して授業実践を進
め、アンケート等にご協力いただいた
業のシラバスの見直しを検討中）
○ 問 4 の回答のうち、指導の技術や個別の
指導・支援、学級担任の基本的な業務に
ついては、「教職実践演習」のカリキュ
ラムを少し変更して対応する。「誉め方、
叱り方」「保護者への連絡の仕方（家庭
訪問、電話）」などをロールプレイをし
ながら、その方策を考えていく機会を増
やしていく。また、個別の指導・支援に
ついては、「教職実践演習」の中に、特
別支援教育担当の教員による「個別の支
援の方策を考える会」を新設する予定
である。（2014 年度より見直して改善を
図っている。）
5　授業開きハンドブックの今後について
　学校現場の新学期 4 月の業務は、多忙を
極める。不慣れな初任者がじっくり教材研
究を進める時間的な余裕を生み出すのは至
難の業だ。そういう状況の中でも、日々授
業を実践しなくてはならない。国語科とな
ると、それが毎日のこととして訪れる。（低学
年では、1 週間に 9 時間の設定なので、多く
の日に 2 時間設定されることになる。）ハン
ドブックが、少しでも負担軽減につながる
ならば、それはいいことなのかもしれない。
　また、授業の進行だけで手一杯で、学習
ルール（学習規律や学習活動の進め方）を
曖昧なままにしておくと、そのうちに、「授
業中落ち着かない子どもたち」をつくりが
ちで、そのことが学級崩壊につながってい
く恐れもある。授業実践の中できちんと確
認していくべきことを整理して示している
こと。それを、1 時間に 1 つか 2 つずつに
絞って、一つ一つのことを丁寧に確かめる
ように提示していることには、それなりの
意味があると考えている。
　新卒で学校現場で国語の授業をすること
になった卒業生にとって、授業の進め方を
ベースにして、その中に学習規律や主な学
123
済教科書
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